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雨風に耐えて鍛えて幸せの花を育てん 
ＣＲＳを合言葉に額中第２期黄金時代を築きましょう 

 

 
 
 

令和２年度 北村文啓 卒業証書授与式 ３月２４日（水）修了式後 

 ２１年間、お世話になりました。額中生、額田中学校教職員、額田中学校区の皆様に感謝申し上げます。 

 

 

 令和２年度修了式が終わったと同時に、「ちょっと待ってください。校長先生、こちらに座ってください」と舞台前

の椅子に座りました。「一同礼、ただ今より北村文啓校長先生の卒業証書授与式を行います。」と「卒業証書授与され

るもの、北村文啓」と言われたので、大きな声で返事をしました。「卒業記念品授与」として、カレンダーと１・2年

生からの手紙を受け取りました。１年生、２年生から感謝と激励のメッセージがありました。３年間、額田中学校の校

長として勤務し、最高の生徒、教職員に支えていただき、感謝の言葉しかありません。今まで本当にお世話になりました。幸せ

な教員人生でした。ありがとうございます。 

１年生、２年生に修了証授与 
修了式の校長式辞 

「ちょっと待ってください」で舞台中央に 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事務長の村松仁文さんは、平成２７年度から令和２年度までの６年間、額田中学校に勤務しました。定年退職後

は、再任用事務職員として六名小学校に勤務します。 

 北村文啓は、平成３０年度から令和２年度までの３年間、校長として額田中学校に勤務しました。定年退職後は、

常勤講師として城北中学校に勤務します。 

事務長の村松仁文さんも定年退職 
 村松仁文（１９６１年１月３日生）、北村文啓（１９６１年２月２４日生）は同級生 

 

 

大好きな額田中学校で２１年間、お世話になりました。 
 令和３年度は額田中学校開校５０年 

    額中第２期黄金時代を築いてくれることを祈念しています 

                額田中学校 第１３代校長 北村文啓 

 私は、令和３年３月３１日をもって定年退職します。以下、退職までの経歴です。 

昭和５９年４月１日～平成 ４年３月３１日の ８年間 幡豆郡幡豆町立幡豆中学校（ソフトテニス部女子顧問） 

平成 ４年４月１日～平成１４年３月３１日の１０年間 額田郡額田町立額田中学校（卓球部男子顧問） 

平成１４年４月１日～平成１６年３月３１日の ２年間 額田郡額田町立宮崎小学校 

平成１６年４月１日～平成１７年３月３１日の ２年間 額田郡額田町立額田中学校（卓球部女子顧問） 

平成１８年１月１日～平成２２年３月３１日の ４年間 岡崎市立額田中学校（卓球部女子顧問） 

平成２２年４月１日～平成２４年３月３１日の ２年間 岡崎市立福岡中学校（ソフトテニス部女子副顧問） 

平成２４年４月１日～平成２６年３月３１日の ２年間 岡崎市立額田中学校（卓球部女子顧問） 

平成２６年４月１日～平成３０年３月３１日の ４年間 岡崎市立形埜小学校 

平成３０年４月１日～令和 ３年３月３１日の ３年間 岡崎市立額田中学校（卓球部女子コーチ） 

以上、額田中学校に４回、２1年間勤務しました。 

 私は、中学校時代に数学が好きで、数学を学ぶ楽しさを味わってほしいと思い、数学の教師をめざしました。中学

校、高校の６年間、卓球部に所属し、卓球も好きでした。卓球部顧問をやってみたいと思っていましたが、新任時代

の幡豆中学校では、ソフトテニス部女子の顧問を８年間務めました。やったことのないソフトテニスでしたが、

Challenge していくうちに少しずつ上達して楽しくなってきました。すると女子生徒が少しずつ Respect してくる

ようになり、Smileになってきました。平成４年から額田中学校に赴任し、卓球部男子と女子の顧問をしました。卓

球を通して、諦めずに粘り強く頑張ることの大切さ、仲間の大切さ、最後の詰め、平常心、凡事徹底の大切さなどを

教えてきたつもりです。また、数学を通して、「分からないから教えて」と言える信頼関係築くことの大切さ、友達

に教える喜び、「わかった」時の達成感、既習内容を活用することのおもしろさ、数学と日常生活をつなげることの

価値などを教えてきたつもりです。 

 卓球と数学を通して、伸びる人は、『努素心壱』と『人の支え』を意識できると感じました。そこで、「伸びる人の

条件は、『努素心壱』と『人の支え』だと訴えてきました。令和３年４月、５月の臨時休校中に定年退職後の道を考える

時がありました。定年退職後の人生は、数学教師、部活動顧問をやりたいという気持ちが強くなり、常勤講師の道を

選びました。 

 最後に、額田中学校では、担任、進路指導主事、学年主任、校務主任、教務主任、教頭、校長とすべての役職をや

らせていただきました。教え子と額田中学校の保護者として再会でき、二世代にわたってつながりをもつことがで

きました。不思議な縁ですが、これほどの喜びはありません。開校５０年の額田中学校が、額中第２期黄金時代を築

き、ますます発展することを祈念しています。「雨風に耐えて鍛えて幸せの花を育てん」を胸に、『努素心壱』と『人の支

え』を意識して生活してください。額田中の発展を見守っています。         額中大好きな北村文啓（ホクソン ブンケイ） 

 


